
戸
田
翔
陽
高
校
の
敷
地
内
に

特
別
支
援
学
校
を
建
設
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
地
域
と
の
交

流
だ
け
で
は
な
く
、
普
通
高
校
の
生

徒
と
の
交
流
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

高
校
生
と
の
共
同
に
よ
る
カ

フ
ェ
の
運
営
や
授
業
中
の
交

流
な
ど
に
つ
い
て
、
準
備
委
員
を
中

心
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
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選
挙
長
は
誰
が
選
任
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
職
務
を
行
う
の
か
。

選
挙
長
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
が
当
該
選
挙
の
選
挙
権
を

持
つ
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
。
職
務

内
容
は
、
立
候
補
届
け
出
の
受
け
付

け
お
よ
び
選
挙
会
の
事
務
で
あ
る
。

選
挙
会
で
は
、
開
票
終
了
後
、
開
票

結
果
に
基
づ
き
、
当
選
人
を
決
定
す

る
役
割
を
担
う
。

 

選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用

 

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
■
■ 

企
画
財
政
委
員
会

QA

■
■
■ 

総
務
県
民
生
活
委
員
会

Q

燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の
導

入
の
必
要
性
や
実
効
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
は
、

ガ
ソ
リ
ン
車
と
比
べ
排
熱
が

少
な
い
た
め
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
と
し
て
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

走
行
時
に
水
し
か
出
さ
な
い
た
め
、

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
ゼ
ロ
で
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
な
ど
環
境
負

荷
低
減
の
効
果
が
高
い
。

■
■
■ 

環
境
農
林
委
員
会

QA

昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
利
用
割

合
は
対
象
世
帯
の
９
割
で
あ

っ
た
が
、
１
０
０
％
と
な
ら
な
か
っ
た

理
由
を
ど
う
考
え
る
か
。

ク
ー
ポ
ン
の
利
用
期
間
が
短

か
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
出
生
時
期
に

よ
っ
て
は
１
～
２
カ
月
の
短
期
間
で

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

今
年
度
は
こ
れ
を
改
善
し
、
最
低
１

年
間
は
利
用
で
き
る
よ
う
延
長
し
た
。

■
■
■ 

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

中
堅
・
中
小
企
業
が
海
外
進

出
す
る
に
当
た
り
、
今
後
開

設
予
定
の
ジ
ェ
ト
ロ
埼
玉
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

ジ
ェ
ト
ロ
は
海
外
進
出
の
手

続
き
自
体
を
所
管
し
て
い
な

い
の
で
簡
略
化
は
難
し
い
が
、
実
務

経
験
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
助
言

な
ど
を
行
い
、
円
滑
な
海
外
展
開
を

支
援
す
る
。

■
■
■ 

産
業
労
働
企
業
委
員
会

QA

消
費
税
の
増
税
分
を
県
が
負
担

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

有
料
道
路
事
業
は
、
受
益
者

の
負
担
に
よ
っ
て
建
設
費
用

を
返
済
す
る
事

業
で
あ
り
、
増

税
分
に
つ
い
て

も
受
益
者
に
負

担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則

で
あ
る
。

■
■
■ 

県
土
都
市
整
備
委
員
会

原
則
月
45
時
間
以
内
、
年
３

６
０
時
間
以
内
に
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
学
校
現
場
で
は
日
々
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
必
要
な

時
に
必
要
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
も

子
ど
も
た
ち
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
学
校
が
組
織
と
し
て
取
り
組

む
よ
う
指
導
す
る
。
突
発
的
な
対
応

な
ど
は
特
例
的
に
扱
う
。

■
■
■ 

文
教
委
員
会

子
ど
も
が
防
災
に
つ
い
て
し

っ
か
り
認
識
し
、
学
べ
る
よ
う

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

で
小
学
校
の
社
会
科
見
学
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
小
・

中
学
生
向
け
に
防

災
学
習
用
の
教
材

を
作
成
し
て
、
防

災
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

■
■
■ 

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

QA

QA

QA

QA

自然再生・
循環社会対策特別委員会
河川の水質保全の推進について

審査

地方創生・行財政改革
特別委員会
地方分権改革について、魅力あ

る地域づくりについて審査

公社事業対策特別委員会
県の公社指導について、（公財）

埼玉県産業文化センター、（公財）
埼玉県産業振興公社および（公
財）埼玉県下水道公社における
改革の取り組みについて審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会
障害者の自立支援について審査

経済・雇用対策特別委員会
埼玉県経済の動向と経済・雇用

対策について審査

危機管理・
大規模災害対策特別委員会
大規模な水害と土砂災害への

対応について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会
教育改革について審査

県庁舎建替え等検討
特別委員会
県庁舎の現状と課題について、

他県などの庁舎建て替え事例にお
ける整備手法や効果などについて
審査

A

 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 （
19
県
南
部
地
域
特
別
支
援
学
校

 （
仮
称
）新
築
工
事
）

 

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大

 

に
つ
い
て

 

多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

 

に
つ
い
て

 

ジ
ェ
ト
ロ
を
活
用
し
た
海
外
展
開

 

支
援
に
つ
い
て

 

埼
玉
県
道
路
公
社
の
狭
山
環
状

 

有
料
道
路
等
の
料
金
の
変
更
の

 

同
意
に
つ
い
て

 

教
職
員
の
1
日
の
勤
務
時
間
以

 

外
に
在
校
な
ど
す
る
時
間
に
つ

 

い
て

 

子
ど
も
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

埼玉県議会 検索埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから

　6 月 10 日と定例会中の 7 日間、会議を開き、本
会議を円滑かつ効率的に進行するため、議事日程、
質疑質問者の人数、採決の方法や順序などについ
て各会派間の協議を行いました。また、請願 1 件
を不採択とすべきものと決定しました。

井上　航
副委員長

齊藤邦明
委員長

杉島理一郎
副委員長

議 会 運 営 委 員 会
　7月1日に常任委員会を開き、議案の審査などを行いました。
審査の結果、議案９件を原案の通り可決、１件を承認すべき、
１件を答申するものと決定しました。
　6月27日には「県庁舎建替え等検討特別委員会」が新たに設
置されました。
　7月3日には特別委員会を開き、付託案件の審査を行いました。

意見書・決議 意見書 5 件を可決し、国に提出しました。また、決議 2 件を可決しました。
（●は全会一致での可決、○は賛成多数による可決）

●北朝鮮による拉致被害者等全員の即時帰国の実現を求める意見書
●警察官の増員を求める意見書
●中高年のひきこもり対策の推進を求める意見書
●青少年等の自殺防止対策の強化を求める意見書

○地方自治体における公共工事の調達の裁量度を高め自主性を拡大
することを求める意見書

●自動車による事故をなくすための決議
○熊谷市上之地内における農地転用許可等に関する決議


